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昨
今
、
戦
前
か
ら
の
歴
史
を
有
す
る
大
学
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
地

道
に
収
集
・
整
理
・
保
存
し
て
き
た
資
料
を
様
々
な
形
式
で
公
開
・
展

示
す
る
試
み
が
活
況
を
呈
し
て
い
る
。
表
題
に
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い

が
、
本
書
は
学
習
院
大
学
が
所
蔵
す
る
画
像
資
料
公
開
の
取
り
組
み
の

一
つ
で
あ
る
。
旧
制
学
習
院
時
代
の
古
写
真
・
絵
葉
書
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

約
一
二
〇
〇
枚
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
そ
の
一
部
が
学
習
院
大
学
史
料

館
・
同
東
洋
文
化
研
究
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
バ
ー
チ
ャ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
、
お
よ
び
『
ア
ジ
ア
を
観
る
―
―
学
習
院
大
学
所
蔵
古
写
真
・
絵
葉

書
・
ガ
ラ
ス
乾
板
』（
学
習
院
大
学
、
二
〇
一
五
年
）
で
公
開
さ
れ
て
い
る
。

二
〇
一
四
年
四
月
、
学
習
院
大
学
に
国
際
研
究
教
育
機
構
が
発
足
し
、

二
〇
一
五
年
か
ら
三
年
間
、
本
書
の
編
者
で
あ
る
村
松
弘
一
氏
を
中
心

に
「
東
ア
ジ
ア
の
都
市
に
お
け
る
歴
史
遺
産
の
保
護
と
破
壊
―
―
古
写

真
と
旅
行
記
が
語
る
近
代
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
略
称
：
古
写
真
プ
ロ
ジ
ェ

「
時
間
旅
行
」
の
指
南
書

大
出　

尚
子

Book Review

B5判　176頁
勉誠出版

［本体 3,800円 + 税］

ク
ト
）
を
実
施
し
た
。
古
写
真
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
で
あ
る
本
書
は
、

機
構
が
新
た
に
収
集
し
た
古
写
真
・
絵
葉
書
約
二
〇
〇
〇
枚
の
な
か
か

ら
約
三
〇
〇
枚
に
分
析
を
加
え
、
一
般
読
者
に
分
か
り
や
す
い
解
説
を

付
し
て
掲
載
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

中
国
古
代
史
・
近
代
中
国
文
物
史
を
専
門
と
す
る
村
松
氏
は
、
学
習

院
大
学
所
蔵
の
ア
ジ
ア
関
係
資
料
の
整
理
・
分
析
を
主
導
し
、
そ
の
成

果
を
出
版
物
や
展
示
会
等
で
公
に
し
て
き
た
。
も
う
一
人
の
編
者
で

二
〇
世
紀
東
ア
ジ
ア
史
を
専
門
と
す
る
貴
志
俊
彦
氏
は
、
著
書
『
満
洲

国
の
ビ
ジ
ュ
ア
ル
・
メ
デ
ィ
ア
―
―
ポ
ス
タ
ー
・
絵
は
が
き
・
切
手
』（
吉

川
弘
文
館
、
二
〇
一
〇
年
）
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
戦
前
期
に
作
成
さ

れ
た
エ
フ
ェ
メ
ラ
ル
・
メ
デ
ィ
ア
研
究
を
推
進
し
て
き
た
。
ま
た
、
京

都
大
学
が
所
蔵
す
る
写
真
資
料
の
編
集
・
出
版
、
さ
ら
に
は
絵
葉
書
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
の
国
際
的
連
携
を
手
が
け
る
な
ど
、
画
像
資
料
の
公
開
・

村
松
弘
一
・
貴
志
俊
彦
編

古
写
真
・
絵
葉
書
で
旅
す
る

東
ア
ジ
ア
150
年
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利
用
に
尽
力
し
て
き
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
。

　
「
旅
の
は
じ
め
に
」
に
よ
る
と
、
本
書
は
読
者
に
対
し
、
学
習
院
大
学

が
所
蔵
す
る
資
料
を
活
用
し
て
「
時
間
旅
行
」
を
し
て
も
ら
う
こ
と
、

本
書
を
片
手
に
実
際
に
東
ア
ジ
ア
の
都
市
を
め
ぐ
っ
て
も
ら
う
こ
と
を

期
待
し
て
い
る
。
編
者
の
い
う
「
時
間
旅
行
」
を
可
能
に
す
る
次
の
二
つ

の
要
素
が
、本
書
の
特
色
に
あ
た
る
。
第
一
に
、一
八
九
〇
年
創
刊
の
『
学

習
院
輔
仁
会
雑
誌
』
に
掲
載
さ
れ
た
教
員
・
学
生
の
旅
行
記
を
本
文
執

筆
に
利
用
す
る
と
と
も
に
、「
旅
を
語
る
言
葉
」
と
い
う
コ
ー
ナ
ー
を
設

け
て
紹
介
し
て
い
る
。
一
読
す
る
と
分
か
る
が
、
こ
の
旅
行
記
が
か
な
り

効
果
的
で
、
彼
ら
が
古
写
真
・
絵
葉
書
の
な
か
に
居
る
よ
う
な
、
ま
た

彼
ら
の
目
に
映
る
都
市
の
風
景
や
現
地
の
人
々
の
息
遣
い
が
伝
わ
っ
て
く

る
よ
う
な
感
覚
を
読
者
に
与
え
る
。
第
二
に
、
各
都
市
の
執
筆
担
当
者

が
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
行
い
、
絵
葉
書
・
古
写
真
と
同
じ
ア
ン
グ
ル
か

ら
現
在
の
様
子
を
撮
影
し
、
紙
面
に
併
置
し
て
風
景
の
今
昔
を
比
較
し

て
い
る
。
こ
の
試
み
は
、
様
変
わ
り
し
た
風
景
の
な
か
に
屹
立
す
る
建

物
に
、
読
者
が
思
い
思
い
の
考
察
を
加
え
る
こ
と
を
可
能
に
し
て
い
る
。

　

さ
て
、
よ
う
や
く
旅
に
出
る
と
し
よ
う
。
本
書
の
構
成
は
、
以
下
の

と
お
り
で
あ
る
。

　
　
「
旅
の
は
じ
め
に
」

　
　
「
絵
葉
書
の
誕
生
」

　
　

�「
本
書
と
あ
わ
せ
て
―
―
絵
葉
書
・
古
写
真
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
利
用
」

　
　

♦�

中
国
東
北
部（
旧
満
洲
）を
旅
す
る
：
大
連
／
旅
順
／
瀋
陽〔
奉

天
〕
／
撫
順
／
長
春
〔
新
京
〕
／
哈
爾
濱

　
　

♦
華
北
を
旅
す
る
：
北
京
／
西
安
／
青
島
／
済
南

　
　

♦
華
南
を
旅
す
る
：
上
海
／
杭
州
／
蘇
州
／
南
京
／
香
港

　
　

♦
台
湾
を
旅
す
る
：
台
北
／
台
中
／
台
南

　
　

♦�

朝
鮮
半
島
を
旅
す
る
：
ソ
ウ
ル
〔
京
城
〕
／
仁
川
・
水
原
／
慶

州
・
大
邱
／
釜
山
／
平
壌

　
　
「
旅
の
お
わ
り
に
―
―
描
か
れ
た
近
代
都
市
・
建
築
を
め
ぐ
っ
て
」

　

古
写
真
・
絵
葉
書
は
白
黒
な
い
し
カ
ラ
ー
印
刷
で
、
今
昔
の
風
景
の

見
事
な
対
比
に
評
者
の
足
も
止
ま
る
。
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
に
は
、
所
蔵
機

関
と
発
行
年
記
号
お
よ
び
解
説
が
付
さ
れ
る
。
記
号
の
意
味
は「
凡
例
」

（
八
頁
）
に
あ
る
が
、【
学
】＝
学
習
院
大
学
所
蔵
版
の
う
ち
、
中
国
東

北
部
（
旧
満
洲
）
の
資
料
の
出
典
が
示
さ
れ
て
い
な
い
。
華
北
以
降
の

古
写
真
は
、
各
末
尾
に
出
典
が
示
さ
れ
て
い
る
た
め
、
統
一
さ
れ
る
と

良
か
っ
た
。
地
図
は
見
や
す
く
、
広
域
図
あ
り
、
拡
大
図
あ
り
、
市
街

図
や
城
内
図
あ
り
、
古
写
真
・
絵
葉
書
の
撮
影
場
所
が
地
図
上
に
数
字

で
示
さ
れ
、
読
者
に
や
さ
し
い
。

　

各
都
市
に
つ
い
て
は
、
編
者
二
名
の
ほ
か
に
学
習
院
大
学
国
際
研
究

教
育
機
構
の
Ｐ
Ｄ
共
同
研
究
員
五
名
・
リ
サ
ー
チ
ア
シ
ス
タ
ン
ト
五
名
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が
執
筆
を
分
担
し
て
い
る
。
必
ず
し
も
専
門
分
野
に
近
接
し
た
都
市
を

担
当
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
な
か
で
、
各
人
が
都
市
ご
と
に
テ
ー
マ

を
設
定
し
、
調
査
の
労
が
垣
間
見
え
る
。
た
だ
、
評
者
は
ペ
ー
ジ
を
順

に
繰
っ
て
い
っ
た
た
め
先
入
観
を
持
っ
て
読
ん
だ
訳
で
は
無
い
が
、
各

都
市
の
内
容
に
多
少
の
濃
淡
が
あ
る
感
は
否
め
な
い
。
ま
た
、
評
者
が

こ
れ
ま
で
中
国
東
北
関
連
の
書
籍
に
触
れ
て
き
た
た
め
か
、
同
地
方
に

関
し
て
は
、「
読
者
の
た
め
の
ブ
ッ
ク
ガ
イ
ド
」（
一
七
四
〜
一
七
五
頁
）
を

見
ず
と
も
都
市
・
建
築
研
究
の
参
考
文
献
が
具
体
的
に
思
い
浮
か
ん
だ
。

　

目
を
引
い
た
の
が
、「
台
北
」「
台
中
」「
旅
の
道
標
」
⑯
で
、
絵
葉
書

の
撮
影
時
期
を
推
測
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
例
え
ば
、
台
湾
総
督
府
新

庁
舎
の
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
に
は
、「
囲
い
が
あ
る
こ
と
か
ら
建
築
中
だ
と

考
え
ら
れ
る
。
総
督
府
の
完
成
は
一
九
一
九
年
だ
が
、
こ
の
絵
葉
書
の

発
行
は
一
九
一
八
年
三
月
ま
で
で
あ
る
た
め
、
写
真
は
一
九
一
七
〜

一
八
年
に
撮
影
さ
れ
た
も
の
と
推
測
で
き
る
」（
一
三
二
頁
）
と
記
さ
れ

て
い
る
。
絵
葉
書
に
示
さ
れ
た
ご
く
限
ら
れ
た
条
件
か
ら
撮
影
年
代
を

推
定
す
る
と
い
う
試
み
は
、
画
像
研
究
の
醍
醐
味
と
い
え
る
。
な
お
、

上
述
し
た
三
つ
の
記
事
は
武
藤
那
賀
子
氏
が
執
筆
し
て
い
る
。

　

コ
ラ
ム
に
あ
た
る
「
旅
の
道
標
」
は
一
七
の
テ
ー
マ
が
あ
り
、
そ
の

な
か
で
評
者
は
、「
学
習
院
修
学
旅
行
生
の
奉
天
滞
在
と
見
学
先
の
変

遷
」「
シ
リ
ー
ズ
も
の
絵
葉
書
」「
高
松
宮
宣
仁
親
王
下
賜
絵
葉
書
」「
学

習
院
で
学
ん
だ
ア
ジ
ア
か
ら
の
留
学
生
」
を
興
味
深
く
読
ん
だ
。
ミ

ニ
コ
ー
ナ
ー
「
あ
の
作
品
の
舞
台
」
は
、
各
都
市
を
舞
台
と
し
た
ド
ラ

マ
・
ア
ニ
メ
・
漫
画
・
映
画
一
二
作
品
を
紹
介
し
て
い
る
。
い
ず
れ
も

二
〇
〇
〇
年
以
降
に
製
作
さ
れ
た
比
較
的
新
し
い
作
品
な
の
で
、
一
般

読
者
に
も
目
に
し
や
す
い
。

　

本
書
で
扱
う
戦
前
期
の
海
外
修
学
旅
行
（
三
七
頁
）
お
よ
び
文
化
財

の
盗
難
・
国
外
流
出
問
題
（
八
〇
〜
八
三
頁
）
の
二
つ
は
、
東
ア
ジ
ア
史

研
究
の
な
か
で
頓と

み

に
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
テ
ー
マ
で
あ
る
。
海
外
修

学
旅
行
研
究
に
関
し
て
は
、
特
に
日
本
の
旧
高
等
商
業
学
校
（
高
商
）

で
あ
る
一
橋
大
学
・
小
樽
商
科
大
学
・
滋
賀
大
学
等
が
、
そ
の
成
果
を

論
考
・
冊
子
・
ウ
ェ
ブ
上
等
で
多
数
公
に
し
て
い
る
。
高
商
時
代
に
記

さ
れ
た
日
誌
・
旅
行
記
・
論
文
や
収
集
資
料
を
活
用
し
た
研
究
の
可
能

性
を
模
索
す
る
な
か
着
手
さ
れ
た
論
題
で
あ
る
が
、
校
史
の
な
か
で
語

ら
れ
る
体
験
に
と
ど
ま
ら
ず
、戦
前
期
の
ア
ジ
ア
調
査
と
の
関
連
か
ら
、

帝
国
日
本
の
体
験
と
し
て
意
味
付
け
ら
れ
て
き
た
。
学
習
院
中
高
の
海

外
修
学
旅
行
は
、
一
九
一
八
年
に
始
ま
り
、
学
生
は
そ
の
体
験
を
も
と

に
現
地
で
の
様
子
を
『
学
習
院
輔
仁
会
雑
誌
』
に
寄
稿
し
た
（
六
二
頁
）。

例
え
ば
本
書
で
は
、『
学
習
院
輔
仁
会
雑
誌
』
を
利
用
し
、
満
洲
事
変

の
戦
跡
が
修
学
旅
行
の
観
光
ル
ー
ト
に
組
み
込
ま
れ
て
い
っ
た
こ
と
を

指
摘
し
て
い
る
（
三
七
頁
）。
ま
た
、
随
所
で
『
学
習
院
輔
仁
会
雑
誌
』

の
「
北
支
那
旅
行
記
」（
一
〇
六
号
、一
九
一
八
年
・
一
一
八
号
、一
九
二
二
年
）

「
満
鮮
旅
行
記
」（
一
三
七
号
、一
九
二
九
年
）「
中
支
那
の
旅
」（
一
六
六
号
、
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一
九
四
〇
年
）
を
引
用
し
て
画
像
資
料
と
と
も
に
紹
介
し
て
い
る
点
は
、

学
習
院
に
よ
る
海
外
修
学
旅
行
研
究
の
成
果
と
し
て
意
義
が
あ
る
。

　

文
化
財
の
盗
難
・
国
外
流
出
問
題
に
関
し
て
本
書
で
は
、
西
安
に
お

け
る
一
九
〇
七
年
の
「
大
秦
景
教
流
行
中
国
碑
」
盗
難
未
遂
事
件
と
、

一
九
〇
九
年
ま
で
昭
陵
に
確
認
で
き
た
「
六
駿
」
の
国
内
外
流
出
の
二

件
に
つ
い
て
、
問
題
が
起
き
た
直
近
の
時
期
と
現
在
の
様
子
を
示
す
写

真
資
料
と
と
も
に
紹
介
し
て
い
る
。
評
者
も
、
瀋
陽
故
宮
（
清
代
の
盛

京
皇
宮
）
に
お
い
て
一
九
〇
八
年
と
一
九
〇
九
年
に
磁
器
の
「
外
流
事

件
」
が
起
き
、
清
室
財
産
管
理
に
対
し
て
危
機
感
を
抱
い
た
奉
天
旗
務

処
総
辦
の
金
梁
（
一
八
七
八
―
一
九
六
二
）
が
、
そ
の
保
護
を
目
的
と
し

た
「
皇
室
博
覧
館
」
の
設
立
を
建
議
し
た
件
を
拙
書
（『「
満
洲
国
」
博
物

館
事
業
の
研
究
』
汲
古
書
院
、
二
〇
一
四
年
）
で
扱
っ
た
。
評
者
は
本
書
を

受
け
て
、
同
時
期
に
お
け
る
他
地
域
の
事
例
と
の
比
較
や
問
題
発
生
後

の
文
化
財
保
護
の
動
き
な
ど
、
研
究
関
心
が
拡
が
っ
た
。

　

こ
こ
ま
で
、
学
習
院
大
学
の
所
蔵
資
料
に
つ
い
て
触
れ
て
き
た
が
、

貴
志
氏
が
担
当
す
る
「
香
港
」「
平
壌
」
は
、
京
都
大
学
東
南
ア
ジ
ア

地
域
研
究
研
究
所
グ
ロ
ー
カ
ル
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
「
戦
前
期
東
ア
ジ

ア
絵
は
が
き
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
の
写
真
画
像
も
利
用
し
て
い
る
。
本
書

は
、
学
習
院
大
学
所
蔵
の
画
像
資
料
お
よ
び
『
学
習
院
輔
仁
会
雑
誌
』

に
依
拠
し
た
記
事
が
大
半
で
、
全
体
的
に
「
学
習
院
色
」
が
強
い
構
成

と
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
学
習
院
大
学
所
蔵
資
料
の
研
究
成
果

と
し
て
で
も
十
分
に
意
義
が
あ
っ
た
が
、
そ
こ
に
京
都
大
学
の
資
料
と

貴
志
氏
が
加
わ
る
こ
と
で
以
下
の
よ
う
な
効
果
が
得
ら
れ
た
と
み
て
よ

い
だ
ろ
う
。

　
「
旅
の
お
わ
り
に
」
で
は
、
古
写
真
・
絵
葉
書
を
含
む
画
像
研
究
の

展
望
を
語
っ
て
い
る
。
画
像
の
国
際
的
な
共
有
に
つ
い
て
は
、
京
都
大

学
東
南
ア
ジ
ア
地
域
研
究
研
究
所
と
米
国
ラ
フ
ァ
イ
エ
ッ
ト
大
学
と
の

絵
葉
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
国
際
的
連
携
の
試
み
を
紹
介
し
、
絵
葉
書
研

究
が
「
帝
国
」
圏
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
段
階
か
ら
、
今
後
、
世
界
各
地

で
作
成
さ
れ
た
資
料
と
の
国
際
比
較
の
段
階
へ
と
進
む
こ
と
を
指
摘
し

て
い
る
。
本
書
を
、
学
習
院
大
学
と
京
都
大
学
が
、
国
内
の
枠
組
み
を

超
え
た
古
写
真
・
絵
葉
書
研
究
の
可
能
性
を
提
示
し
た
研
究
書
と
す
る

な
ら
ば
、
京
都
大
学
所
蔵
資
料
は
そ
の
国
際
化
の
架
け
橋
と
し
て
の
役

割
を
果
た
し
た
と
い
え
よ
う
。

　

貴
志
氏
は
、
本
書
を
「
画
像
研
究
、
都
市
・
建
築
研
究
、
観
光
研
究
、

文
学
研
究
を
接
合
す
る
意
欲
的
な
試
み
」（
一
七
二
頁
）
と
総
括
す
る
。

文
字
資
料
だ
け
で
な
く
画
像
・
映
像
・
音
声
等
の
活
用
も
可
能
で
あ
る

近
現
代
史
研
究
に
お
い
て
は
、
本
書
の
よ
う
な
手
法
に
よ
る
分
野
横
断

的
な
研
究
は
、
今
後
ま
す
ま
す
の
発
展
が
見
込
ま
れ
る
。

　
「
時
間
旅
行
」
が
導
い
て
く
れ
た
の
は
、
様
々
な
研
究
関
心
へ
の
入

り
口
で
も
あ
っ
た
。
一
読
を
薦
め
た
い
。

（
お
お
い
で
・
し
ょ
う
こ　

中
国
近
代
史
研
究
者
）


